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6
今回はこれがポイント！

病児保育室新設で子育て支援が一歩前進！
６月定例会議では、市長提出議案12件と請願１件、議会提出議案３件について審議しました。
市長提出議案の中の浜田市病児・病後児保育室条例は、令和４年１月に田町に完成予定の施設の事

業や管理等について定めるもので、現在休止中の病児保育が再開されることで、子育て世代への支援の
拡充が図られます。令和３年度一般会計補正予算（第４号）では、新型コロナウイルス感染症関連
の支援策第８弾の予算が計上された他、農林水産業関連の新規事業として浜田漁港水揚高確保緊急対
策事業（1,530万円）が提案されました。これは地元まき網漁船団の海難事故の影響による浜田漁港の
水揚げ減少の緊急対策として、地元外まき網漁船団の入港に対して入港奨励金を交付する事業であり、
予算決算委員会では議員から事業設計について疑問の声もあり、事業の実施に当たってはその効果の検
証が求められます。請願では、浜田市猟友会より島根県西部地区有害鳥獣捕獲研修センターの設置
を求める請願が提出されました。島根県西部の中山間地域では、イノシシ、シカ、サル、クマなどの鳥
獣被害が深刻化していますが、狩猟免許取得者は減少し対応が困難になっているため、免許取得のため
の講習や射撃練習も可能な施設整備が求められました。議会提出議案では、浜田市議会議員政治倫理
条例の改正が提案されました。これまで議員からしかできなかった審査請求を市民からも可能とし、委
員構成も議員のみであったものに識見者を加え、公平性の確保、市民参加の促進及び専門性の活用を図
るものです。個人一般質問では議長を除く23人の全議員が質問に立ち、さまざまな視点から市の政策に
ついて問いただしました。

働
き
な
が
ら
子
ど
も
を

育
て
る
方
々
に
と
っ
て
、

子
ど
も
が
病
気
に
な
っ
た

と
き
に
保
育
し
て
く
れ
る

場
所
が
あ
る
こ
と
は
、
安

心
し
て
子
育
て
と
就
労
を

両
立
す
る
こ
と
に
つ
な
が

り
ま
す
。

現
在
の
浜
田
市
で
は
、

市
役
所
に
病
後
児
保
育
室

を
開
設
し
て
い
ま
す
が
、

病
後
児
だ
け
で
は
な
く
病

児
保
育
室
も
望
む
声
が
多

く
あ
り
ま
す
。

こ
の
度
、
病
児
・
病
後

児
保
育
室
を
新
設
す
る
こ

と
に
伴
い
、
管
理
な
ど
を

定
め
る
条
例
案
が
上
程
さ

れ
、
全
会
一
致
で
可
決
し

ま
し
た
。

完
成
時
期
は
い
つ
ご

ろ
で
、
場
所
は
ど
こ

に
建
ち
ま
す
か
？

完
成
は
令
和
４
年
１

月
の
予
定
で
、
場
所

は
浜
田
市
田
町
の
Ｊ
Ａ
会
館

跡
地
に
建
設
し
ま
す
。

開
館
時
間
や
休
館
日

は
い
つ
で
す
か
？

開
館
は
午
前
８
時
か

ら
午
後
６
時
ま
で
。

休
館
日
は
土
日
や
祝
日
、
お

盆
、
年
末
年
始
で
す
。

ど
の
よ
う
な
方
が
利

用
で
き
ま
す
か
？

浜
田
市
在
住
の
、
生

後
８
週
に
達
す
る
日

か
ら
小
学
校
６
年
生
ま
で
の

児
童
で
、
家
庭
で
病
児
・
病

後
児
の
保
育
が
難
し
い
と
き

に
利
用
で
き
ま
す
。

利
用
料
金
は
い
く
ら

か
か
り
ま
す
か
？

料
金
は
児
童
１
人
に

つ
き
１
日
当
た
り
千

円
で
、
市
町
村
民
税
が
非
課

税
世
帯
の
児
童
が
利
用
す
る

場
合
は
無
料
と
想
定
し
て
い

ま
す
。

問答問答問答問答

現在の病後児保育室

トピックス

令
和
４
年
１
月

　
病
児
・
病
後
児
保
育
室
を
新
設
令和３年９月号 02



令和3年3月臨時会議
令和3年4月臨時会議
令和3年5月臨時会議

令和3年6月定例会議
請願・陳情について

市長提出議案1件

市長提出議案2件（1件撤回）

市長提出議案1件、議会提出議案1件

市長提出議案12件、議会提出議案3件、請願1件

（請願1件、陳情13件）

3月、4月の臨時会議及び6月定例会議で賛否が分かれた議案はありませんでした。5月臨時
会議で賛否が分かれた議案は以下のとおりです。各議員の賛否や反対理由、請願・陳情審査
結果などの詳細は、市議会ホームページをご覧ください。

議案等の賛否の公開

議案番号 議案名 賛成 反対

発議第5号 議案第51号　令和3年度浜田市水道事業会計補正予算（第1号）
に対する附帯決議について 欠席：野藤、芦谷、西田 17 3 小川、西村、

牛尾

請願の内容 提出者 本会議での
審議結果

島根県西部地区有害鳥獣捕獲研修セン
ターの設置を求める請願について

浜田市猟友会　会長　下谷　巧
浜田市金城町 採択（全会一致）

浜
田
漁
港
水
揚
高
確
保

緊
急
対
策
事
業
を
含
む
、

令
和
３
年
度
浜
田
市
一
般

会
計
補
正
予
算
を
全
会
一

致
で
可
決
し
ま
し
た
。

浜
田
漁
港
を
基
地
と
す

る
ま
き
網
船
団
が
、
事
故

に
よ
り
２
カ
統
か
ら
１
カ

統
に
減
少
し
、
ア
ジ
・
サ

バ
・
ブ
リ
類
な
ど
の
水
揚

げ
激
減
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

原
魚
不
足
は
仲
買
・
水

産
加
工
な
ど
幅
広
い
業
種

で
経
営
環
境
へ
の
影
響
が

大
き
く
、
緊
急
対
策
と
し

て
地
元
外
ま
き
網
船
団
の

入
港
促
進
に
よ
る
水
揚
げ

を
確
保
す
る
た
め
に
「
入

港
奨
励
金
」
を
交
付
す
る

も
の
で
す
。

対
象
者
と
補
助
額
は

ど
の
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
す
か
？

県
外
の
大
中
型
ま
き

網
船
団
や
隠
岐
な
ど

の
中
型
ま
き
網
船
団
に
対
し
、

入
港
１
回
で
水
揚
げ
高
の

２
％
。上
限
は
10
万
円
で
す
。

促
進
策
の
根
拠
及
び

そ
の
効
果
を
ど
の
よ

う
に
見
込
ん
で
い
ま
す
か
？

船
団
は
、
魚
価
の
相

場
や
漁
場
か
ら
の
距

離
・
時
間
・
燃
油
経
費
な
ど

を
判
断
し
て
水
揚
げ
す
る
港

を
決
め
ま
す
。
経
費
支
援
で

入
港
促
進
を
図
り
１
カ
統
、

４
億
円
分
の
原
魚
を
確
保

し
、
令
和
２
年
度
比
６
億
円

の
効
果
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

10
万
円
で
船
団
が
来

て
く
れ
ま
す
か
？

浜
田
漁
港
に
水
揚
げ

し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
市
と
し
て
支
援
策
を
考
え

た
い
と
い
う
思
い
を
伝
え
て

い
ま
す
。
Ｊ
Ｆ
し
ま
ね
と
も

連
携
し
な
が
ら
Ｐ
Ｒ
に
努
め

ま
す
。

問答問答問答

浜田漁港に停泊する県外船

水
揚
げ
確
保
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　
　
　
緊
急
支
援
策

総合政策学部の光延教授が持つ地方
自治論の講義の一環で、学生26人が
議場見学に来られました。川神議長か
ら議会の役割や議員の仕事について説
明を行いました。学生からも議会に対
する質問があり、議会のことや、議員
という仕事をより身近に感じていただ
けたと思います。

島根県立大学生が議場見学

トピックス

令和３年９月号03



国
保
加
入
者
の
動
向
や
生

活
実
態
へ
の
認
識
を
問
う
。

被
被
用
者
保
険
に
比
べ
高
齢

者
が
多
い
た
め
、
１
人
当
た

り
の
医
療
費
が
高
く
、
年
金

受
給
者
・
非
正
規
雇
用
者
の

増
加
に
よ
り
低
所
得
層
の
割

合
が
高
く
な
り
、
健
康
状
態

や
家
計
が
厳
し
い
世
帯
が
増

え
て
い
る
と
考
え
て
い
る
。

22
年
度
か
ら
未
就
学
児
を

対
象
に
国
保
料
均
等
割
額
の

減
額
が
始
ま
る
。
対
象
児
童

数
及
び
減
額
に
要
す
る
市
の

負
担
額
に
つ
い
て
問
う
。

21
年
度
の
対
象
児
童
数

は
、
７
〜
２
割
の
軽
減
世
帯

に
53
人
、
軽
減
な
し
世
帯
に

43
人
で
、
市
の
負
担
増
は
１

１
７
万
円
で
あ
る
。

こ
の
際
、
市
の
施
策
と
し

て
、
未
就
学
児
の
均
等
割
額

を
さ
ら
に
軽
減
、
廃
止
す
る

考
え
は
な
い
か
。

考
え
て
い
な
い
。

QAQAQA

子
育
て
支
援
の
視
察
に
行

っ
た
島
根
県
西
部
の
吉
賀
町

で
は
、
一
般
会
計
予
算
の

１
％
弱
の
６
千
万
円
を
使
っ

て
、
小
中
学
校
給
食
費
無
償

化
、
保
育
料
完
全
無
償
化
、

高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の

利
用
料
無
償
化
に
取
組
ん

で
、
出
生
数
１
２
０
％
ア
ッ

プ
、
５
歳
児
ま
で
の
幼
児
人

口
１
４
０
％
ア
ッ
プ
を
達
成

し
て
い
た
。
浜
田
市
も
、
固

定
費
を
５
％
削
減
す
れ
ば
、

こ
れ
ら
の
政
策
が
実
行
で
き

る
の
で
、
吉
賀
町
の
よ
う
に

圧
倒
的
な
子
育
て
支
援
に
挑

戦
す
べ
き
で
は
な
い
か
？

人
口
減
少
の
中
に
あ
っ
て

も
新
型
コ
ロ
ナ
対
策
な
ど
、

行
政
需
要
は
増
加
し
て
お

り
、
職
員
を
や
り
く
り
し
て

対
応
し
て
い
る
状
況
な
の

で
、
浜
田
市
の
固
定
費
を
削

減
す
る
こ
と
は
難
し
い
。

QA

認
知
症
の
方
の
支
援
を
行

う
チ
ー
ム
オ
レ
ン
ジ
と
し
て

認
定
さ
れ
た
「
チ
ー
ム
Ｓ
Ｏ

Ｓ
」
が
周
布
大
麻
地
区
で
始

動
し
た
。
活
動
内
容
は
？

「
チ
ー
ム
Ｓ
Ｏ
Ｓ
」
は
、

認
知
症
の
人
と
そ
の
家
族
が

安
心
し
て
住
み
続
け
ら
れ
る

地
域
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と

を
目
的
に
設
立
さ
れ
、
認
知

症
当
事
者
も
含
む
26
名
で
活

動
さ
れ
て
い
る
。
活
動
内
容

は
ち
ょ
っ
と
し
た
お
困
り
ご

と
に
対
し
て
の
傾
聴
や
出
前

支
援
、
見
守
り
訪
問
な
ど
。

支
援
あ
り
き
で
活
動
し
て

お
ら
れ
る
わ
け
で
は
な
い
と

聞
く
が
、
活
動
を
進
め
て
い

く
上
で
支
援
が
必
要
で
あ
る

と
感
じ
る
。
予
算
的
な
支
援

は
あ
る
の
か
？

現
在
ま
だ
予
算
措
置
は
な

い
が
、
今
後
ど
の
よ
う
な
支

援
が
で
き
る
か
検
討
し
て
い

く
。

QAQA

子ども増えると高くなる国保均等割は廃止を

圧倒的な子育て支援に挑戦すべきだ！

認知症施策推進事業について

浜田市議会はSDGs（持続可能な開発目標）を推進しています。 
質問内容をSDGsの17のゴールで分類しています。 

市
Q&A

政 問うを

各議員が市民の代表として、市長などに、
事務の執行状況や将来の方針などについ
て、所信や疑問をただすことです。詳し
い内容は市議会ホームページでご覧いた
だけます。

23人が個人一般質問 

澁谷　幹雄

村武　まゆみ

西村　健

令和３年９月号 04

貧困をなくそう

すべての人に健康と福祉を



小川　稔宏

コ
ロ
ナ
禍
で
学
生
の
５
人

に
１
人
が
生
理
用
品
の
入
手

に
苦
労
し
「
生
理
の
貧
困
」

と
も
い
わ
れ
る
。
生
き
、
生

活
す
る
上
で
必
要
不
可
欠
な

生
理
用
品
で
の
経
済
格
差
は

お
か
し
い
。
無
償
化
も
進
む

中
で
の
認
識
を
問
う
。

生
理
現
象
に
個
人
資
産
を

充
て
る
こ
と
が
ジ
ェ
ン
ダ
ー

ギ
ャ
ッ
プ
に
当
た
る
と
い
う

声
も
あ
る
。
企
業
が
商
業
施

設
な
ど
の
ト
イ
レ
で
無
償
配

布
を
始
め
た
所
も
あ
る
。
無

償
化
が
進
み
偏
見
の
解
消
に

つ
な
が
れ
ば
良
い
と
思
う
。

学
校
や
図
書
館
な
ど
公
共

施
設
で
生
理
用
品
を
無
償
配

布
す
る
べ
き
だ
が
、
実
施
に

当
た
っ
て
の
課
題
は
何
か
。

い
ろ
い
ろ
な
所
へ
置
き
た

い
が
、
ト
イ
レ
内
に
置
く
と

い
う
概
念
が
認
知
さ
れ
て
い

な
い
。
周
知
と
衛
生
的
な
配

置
方
法
が
課
題
で
あ
る
。

QAQA

コ
ロ
ナ
禍
で
改
め
て
高
度

急
性
期
医
療
の
要
で
あ
る
医

療
セ
ン
タ
ー
の
重
要
性
が
増

し
て
い
る
。
医
療
も
イ
ン
フ

ラ
で
定
住
を
考
え
る
判
断
の

一
つ
だ
。
市
が
で
き
る
支
援

策
に
つ
い
て
問
う
。

市
か
ら
陰
圧
テ
ン
ト
や
Ｐ

Ｃ
Ｒ
検
査
機
器
を
貸
与
し
て

い
る
。
今
年
度
、
看
護
学
生

へ
の
奨
学
金
を
創
設
し
た
。

今
後
も
病
院
か
ら
要
望
が
あ

れ
ば
検
討
し
て
い
く
。

医
療
セ
ン
タ
ー
は
29
の
診

療
科
が
あ
る
が
、
大
学
か
ら

の
医
師
の
派
遣
や
常
勤
医
不

在
診
療
科
の
今
後
に
つ
い
て

問
う
。

常
勤
医
師
数
59
名
中
（
臨

床
研
修
医
除
く
）
35
名
が
島

根
大
学
か
ら
の
派
遣
だ
が
、

17
名
は
地
域
枠
な
ど
の
医

師
。
医
師
不
足
は
共
通
課
題

で
、
関
係
機
関
と
連
携
し
解

消
に
努
め
る
。

QAQA

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
地
域
別

の
状
況
は
？

６
月
21
日
時
点
の
地
域

別
１
回
目
接
種
状
況
で
あ

る
。
浜
田
は
接
種
券
送
付
数

１
万
４
０
５
６
件
に
対
し
、

接
種
者
７
９
４
４
人
、
率
で

56.

５
％
。金
城
は
送
付
数
１

７
６
１
件
で
接
種
者
９
９
１

人
、率
で
56.

３
％
。
旭
は
送

付
数
１
１
６
６
件
で
接
種
者

６
９
５
人
、率
は
59.

６
％
。

弥
栄
は
送
付
数
６
３
０
件
で

接
種
者
３
２
９
人
、率
は
52.

２
％
。
三
隅
は
送
付
数
２
６

０
９
件
で
接
種
者
１
２
７
３

人
、率
は
48.

８
％
で
あ
る
。

医
療
セ
ン
タ
ー
で
実
施
す

る
が
遠
距
離
者
に
対
す
る
支

援
は
あ
る
か
？

高
齢
者
な
ど
に
対
す
る
支

援
は
、
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ

ン
タ
ー
に
問
い
合
わ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
。

QAQA

市
民
の
平
均
寿
命
が
短

く
、
１
人
当
た
り
医
療
費
も

高
い
が
、
ど
う
す
る
の
か
。

病
気
の
早
期
発
見
、
早
期

治
療
に
取
組
み
、
食
生
活
や

運
動
な
ど
健
康
づ
く
り
活
動

へ
の
意
識
の
醸
成
と
健
康
づ

く
り
を
進
め
た
い
。

他
市
と
比
べ
て
介
護
認
定

率
が
高
く
、
介
護
認
定
者
数

が
多
い
が
、ど
う
す
る
の
か
。

介
護
サ
ー
ビ
ス
が
充
実

し
、
サ
ー
ビ
ス
提
供
の
た
め

介
護
認
定
に
つ
な
げ
て
い

る
。
社
会
参
加
や
介
護
予
防

の
機
会
が
少
な
く
、
参
加
し

や
す
い
仕
組
み
を
つ
く
る
。

介
護
予
防
の
場
や
参
加
者

が
少
な
く
、
介
護
予
防
の
取

組
が
弱
い
が
、
ど
う
か
。

通
い
の
場
や
参
加
者
が
少

な
く
、
介
護
予
防
施
策
を
拡

大
し
、
通
い
の
場
の
現
行
２

０
０
カ
所
を
３
０
０
カ
所
と

す
る
目
標
で
進
め
た
い
。

QAQAQA
何よりも健康づくり それを介護予防につなぐ

生理用品無償化の議論を早急に開始すべきだ

新型コロナワクチン集団接種について

医療の充実は、定住につながるインフラだ。

芦谷　英夫

田畑　敬二

野藤　薫
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すべての人に健康と福祉を

ジェンダー平等を実現しよう



永見　利久

串﨑　利行

黒
川
水
系
、
波
佐
水
系
の

断
水
防
止
対
策
を
問
う
。

黒
川
水
系
は
配
水
タ
ン
ク

を
増
設
し
、
凍
結
漏
水
が
発

生
し
た
場
合
、
止
水
す
る
体

制
整
備
を
す
る
。
波
佐
水
系

は
減
圧
弁
と
制
水
弁
の
調
整

で
配
水
量
を
確
保
す
る
。

大
口
利
用
者
の
使
用
水
量

の
抑
制
に
つ
い
て
問
う
。

利
用
者
と
協
議
し
、
曜
日

や
時
間
帯
な
ど
、
ど
の
程
度

抑
制
が
可
能
か
確
認
し
、
凍

結
漏
水
時
の
使
用
水
量
抑
制

の
方
法
な
ど
、
対
応
で
き
る

よ
う
準
備
す
る
。

給
水
施
設
の
止
水
栓
台
帳

の
整
備
に
つ
い
て
問
う
。

現
在
の
給
水
台
帳
で
は
、

止
水
栓
の
位
置
を
特
定
で
き

な
い
。
こ
の
度
整
備
す
る
止

水
栓
台
帳
は
、
積
雪
時
で
も

止
水
栓
を
発
見
し
や
す
い
よ

う
、
建
物
と
の
相
関
関
係
を

写
真
や
図
面
で
整
備
す
る
。

QAQAQA

浜
田
市
の
振
興
作
物
は
、

「
大
粒
ぶ
ど
う
」・「
赤
梨
」・

「
西
条
柿
」の
三
つ
で
あ
る
。

有
機
野
菜
を
、
な
ぜ
こ
の
時

期
に
加
え
た
の
か
？

高
齢
化
や
担
い
手
不
足
が

進
む
中
で
も
安
定
的
な
経
営

が
行
わ
れ
、
収
益
性
・
発
展

性
が
あ
る
。
ま
た
、
環
境
負

荷
の
軽
減
も
あ
る
。

有
機
野
菜
の
問
題
点
の
一

つ
に
、
輸
送
費
の
高
騰
と
聞

く
が
、
何
か
対
策
は
あ
る
の

か
？新

た
な
ル
ー
ト
構
築
に
向

け
て
島
根
県
や
関
係
機
関
、

生
産
者
と
と
も
に
協
議
会
を

立
ち
上
げ
、
対
応
方
法
を
検

討
す
る
。

有
機
野
菜
に
対
し
て
支
援

は
あ
る
の
か
？

今
年
か
ら
、「
有
機
野
菜

等
農
業
用
ハ
ウ
ス
整
備
支
援

事
業
」
を
新
設
し
、
ハ
ウ
ス

整
備
に
対
し
て
支
援
を
す
る
。

QAQAQA

安全な水とトイレを世界中に

働きがいも経済成長も

今年冬の断水防止対策は十分か

有機野菜、なぜ、この時期に振興作物に？

佐々木　豊治

西川　真午

令
和
６
年
度
か
ら
の
第
四

中
学
校
の
第
三
中
学
校
へ
の

統
合
案
が
教
育
委
員
会
か
ら

示
さ
れ
た
。
２
年
生
、
３
年

生
が
途
中
か
ら
転
校
す
る
こ

と
に
よ
る
不
安
や
心
配
の
声

が
保
護
者
か
ら
出
さ
れ
て
い

る
が
、
教
育
委
員
会
の
認
識

を
問
う
。

今
後
開
催
す
る
保
護
者
と

の
意
見
交
換
会
で
、
詳
細
な

話
を
伺
い
、
保
護
者
や
生
徒

の
不
安
や
心
配
な
ど
軽
減
で

き
る
よ
う
に
取
組
み
た
い
。

統
合
後
の
制
服
な
ど
無
償

対
応
で
き
る
の
か
問
う
。

四
中
の
制
服
を
三
中
で
も

使
え
る
よ
う
に
し
た
い
が
、

購
入
さ
れ
る
際
は
費
用
負
担

の
支
援
も
検
討
し
た
い
。

統
合
先
を
第
二
中
学
校
へ

と
の
希
望
も
あ
る
が
検
討
で

き
る
の
か
。

通
学
の
問
題
も
あ
り
、
意

見
と
し
て
参
考
に
し
た
い
。

QAQAQA

質の高い教育をみんなに
四中統合計画案に対する保護者などの声

石
見
神
楽
は
舞
だ
け
で
な

く
、
神
楽
面
、
衣
装
、
蛇
胴

も
浜
田
に
起
源
を
持
つ
文
化

と
位
置
付
け
、
文
化
財
登
録

も
視
野
に
そ
の
地
位
を
高
め

伝
承
す
べ
き
と
考
え
る
が
。

石
見
神
楽
は
観
光
面
だ
け

で
は
な
く
文
化
面
で
も
大
切

に
す
べ
き
。
比
較
的
歴
史
も

浅
く
大
衆
化
も
し
て
い
る
た

め
難
し
い
面
も
あ
る
が
、
文

化
財
登
録
を
目
指
し
て
そ
の

価
値
を
高
め
た
い
。

芸
術
文
化
を
振
興
す
る
た

め
に
、
浜
田
市
文
化
協
会
の

機
能
を
高
め
、
市
民
の
芸
術

文
化
活
動
を
支
援
す
べ
き
と

考
え
る
が
。

文
化
協
会
は
文
化
に
関
わ

る
多
く
の
市
民
が
加
入
す
る

貴
重
な
団
体
で
あ
り
、
文
化

協
会
の
活
躍
が
市
民
の
元
気

に
つ
な
が
る
。
し
っ
か
り
と

サ
ポ
ー
ト
し
て
い
か
な
く
て

は
な
ら
な
い
。

QAQA
芸術文化の振興で市民の心をもっと豊かに！
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大麻山に開局したNHK FM放送アンテナ

住み続けられるまちづくりを

元気な中山間地域振興の仕組みづくりパートⅢ

市長の市政に対する姿勢を問う。

持続可能な地域づくりを、今あなたと共に！

積極的な中山間地域振興策を！

鍾
馗
の
「
疫
神
ポ
ロ
シ
ャ

ツ
」
を
作
り
着
用
し
て
は
。

現
在
ワ
ク
チ
ン
接
種
を
優

先
し
て
い
る
。
検
討
す
る
。

移
住
・
定
住
情
報
サ
イ
ト

「
は
ま
だ
暮
ら
し
」
の
更
新

は
い
つ
か
。

現
在
事
業
者
を
公
募
中
で

あ
る
。
来
年
１
月
公
開
を
予

定
し
て
い
る
。

Ｉ
Ｐ
電
話
の
代
替
は
必
要

で
は
。

宅
内
配
線
は
自
己
財
産
を

踏
ま
え
対
応
を
検
討
す
る
。

Ｎ
Ｈ
Ｋ
第
一
放
送
Ｆ
Ｍ
波

が
開
局
し

た
。
ラ
ジ

オ
は
災
害

時
に
重
要
。

市
と
協
調

や
連
携
は

あ
る
か
？

県
と
一

緒
に
取
組

む
。

QAQAQAQA

市
民
に
対
し
て
、
３
期
目

の
出
馬
表
明
を
し
て
は
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
方
向
も

示
し
、
多
く
の
問
題
に
も
取

組
ん
だ
。
な
お
、
少
子
化
対

策
な
ど
の
課
題
が
あ
り
、
秋

の
選
挙
に
出
馬
す
る
。

岩
多
屋
跡
地
利
用
に
つ
い

て
要
望
が
あ
っ
た
が
。

商
工
会
議
所
か
ら
多
目
的

施
設
・
広
場
と
し
て
活
用
要

望
が
あ
っ
た
が
、
駅
前
の
顔

な
の
で
検
討
し
た
い
。

今
年
３
月
に
発
生
し
た
海

難
事
故
で
ま
き
網
漁
船
１
カ

統
が
操
業
で
き
て
い
な
い
。

底
び
き
網
も
休
漁
期
で
、
お

魚
市
場
へ
の
原
魚
供
給
が
危

ぶ
ま
れ
る
。
業
界
の
不
安
払

拭
の
た
め
に
基
金
造
成
を

し
、
支
援
策
を
講
じ
て
は
。

危
機
感
は
共
通
認
識
し
て

い
る
。
市
と
し
て
は
、
国
・

県
の
支
援
を
仰
ぎ
な
が
ら
財

政
支
援
を
し
た
い
。

QAQAQA

地
域
の
取
組
や
課
題
を
取

り
上
げ
、
よ
り
良
い
ま
ち
づ

く
り
を
推
進
す
る
た
め
、
地

域
ご
と
に
地
域
協
議
会
が
置

か
れ
て
い
る
が
、
浜
田
地
域

は
世
帯
数
や
規
模
か
ら
す
る

と
複
数
協
議
会
が
必
要
だ
。

浜
田
地
域
協
議
会
の
あ
り

方
に
つ
い
て
は
、
地
域
の
実

情
や
状
況
の
変
化
に
応
じ
て

議
論
す
る
必
要
が
あ
る
。

ま
ち
づ
く
り
コ
ー
デ
ィ
ネ

ー
タ
ー
の
活
動
は
。

現
在
意
見
交
換
の
実
施
に

向
け
て
、
準
備
し
て
い
る
。

QAQA

自
治
区
制
度
廃
止
後
、
５

年
間
で
10
億
円
と
い
う
「
中

山
間
地
域
振
興
枠
」
が
設
け

て
あ
る
が
、
６
年
目
以
降
の

考
え
方
を
問
う
。

５
年
間
で
課
題
解
決
を
図

る
と
い
う
視
点
で
、
対
象
と

な
る
施
策
を
計
上
し
、
取
組

む
こ
と
と
し
て
い
る
。
６
年

目
以
降
の
中
山
間
地
域
振
興

枠
に
つ
い
て
は
、
現
在
の
施

策
を
実
施
、
検
証
し
て
い
く

中
で
改
め
て
検
討
す
る
。

中
山
間
地
域
の
課
題
は
５

年
で
解
決
す
る
と
い
う
も
の

で
は
な
い
。「
中
山
間
地
域

振
興
枠
」
と
い
う
概
念
を
取

り
払
っ
て
、
市
と
し
て
持
続

す
る
課
題
に
積
極
的
に
取
組

む
べ
き
で
は
な
い
か
問
う
。

中
山
間
地
域
対
策
は
５
年

で
終
わ
る
も
の
と
は
思
わ
な

い
。
６
年
目
以
降
も
対
策
を

実
施
し
て
い
く
。

QAQA

石見まちづくりセンター浅井町～宇津井町　17町
浜田まちづくりセンター原井町～朝日町　26町
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飛野　弘二

牛尾　昭

布施　賢司

西田　清久



住み続けられるまちづくりを

いつまでも住み慣れた地で生活するために！

浜田地区南にまちづくりセンターを

災害防除工事を早急に！

ウッドショックによる施設建設への対応は？

原井小敷地にまちづくり拠点を

人
口
減
少
、
移
動
手
段
、

空
き
家
、
耕
作
放
棄
地
な
ど

の
課
題
が
山
積
す
る
中
山
間

地
域
の
今
後
の
対
策
は
。

中
山
間
地
域
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
チ
ー
ム
を
設
置
し
、
部
局

内
連
携
を
図
り
、
今
年
度
か

ら
ま
ち
づ
く
り
振
興
基
金
の

中
に
５
年
間
で
10
億
円
の
振

興
枠
を
確
保
し
、
生
活
支
援

や
農
業
、
集
落
維
持
な
ど
に

取
組
む
。

中
山
間
地
に
と
っ
て
は
必

要
な
見
守
り
移
動
販
売
。
今

後
の
事
業
の
推
進
、
範
囲
拡

大
を
す
べ
き
と
き
に
、
事
業

者
の
負
担
が
重
く
な
っ
て
い

る
と
聞
く
。
現
状
の
把
握
を

し
て
い
る
の
か
。

補
助
事
業
の
確
認
、
安
否

確
認
の
記
録
な
ど
を
お
願
い

し
て
お
り
、
一
定
の
負
担
が

生
じ
て
い
る
と
伺
っ
て
い

る
。
過
度
な
負
担
が
生
じ
な

い
よ
う
見
直
し
を
検
討
す
る
。

QAQA

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
が
進

め
ら
れ
て
い
る
。
特
に
浜
田

地
区
は
集
会
所
が
少
な
く
問

題
で
あ
る
。
活
動
を
推
進
さ

せ
る
た
め
に
は
、
空
き
家
等

の
活
用
支
援
の
拡
充
が
必

要
。
ま
た
集
い
を
補
完
す
る

た
め
に
原
井
小
学
校
敷
地
内

に
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
セ
ン

タ
ー
を
建
設
し
て
は
ど
う

か
？他

の
地
区
と
比
較
し
て
も

集
会
所
が
少
な
い
と
認
識
し

て
お
り
、
支
援
の
拡
充
を
図

っ
て
い
く
。
ま
た
新
た
な
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
建
設
の

提
言
に
つ
い
て
は
検
討
し
た

い
。

QA

市
内
の
災
害
防
除
工
事
を

必
要
と
す
る
箇
所
数
は
？

こ
れ
ま
で
の
点
検
に
お
い

て
１
１
９
カ
所
あ
り
、
特
に

危
険
度
の
高
い
箇
所
は
21
カ

所
あ
る
。

災
害
防
除
工
事
の
必
要
箇

所
は
増
加
し
て
い
る
の
か
？

増
加
し
て
い
る
。

災
害
防
除
工
事
の
時
期
や

危
険
性
は
？

早
期
に
本
格
工
事
を
実
施

す
べ
き
だ
が
、
高
額
と
な
る

た
め
年
次
計
画
を
立
て
順
次

実
施
し
て
い
く
。

応
急
措
置
で
数
年
置
く
こ

と
は
事
故
が
あ
っ
た
際
、
危

険
性
を
漫
然
と
放
置
し
て
い

る
と
し
て
、
瑕か

疵し

責
任
を
問

わ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
予
算

を
つ
け
て
施
工
す
べ
き
。

市
民
の
安
全
安
心
確
保
に

は
危
険
箇
所
の
放
置
は
で
き

な
い
。
補
助
事
業
な
ど
を
活

用
し
早
急
に
対
処
し
た
い
。

QAQAQAQA

今
年
度
、
数
件
の
公
共
施

設
の
建
設
を
予
定
し
て
い
る

が
世
界
的
な
木
材
高
騰
に
よ

る
建
築
資
材
の
不
足
や
高
騰

は
建
設
に
影
響
は
な
い
か
？

影
響
を
懸
念
し
て
い
る
。

特
に
「
病
児
・
病
後
児
保
育

室
、休
日
診
療
所
」と
「
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
」
に
つ
い

て
は
、特
に
注
視
し
て
い
る
。

当
初
の
予
算
で
計
画
通
り

の
仕
様
に
な
る
の
か
？

建
物
の
仕
様
が
大
幅
な
変

更
に
な
ら
な
い
範
囲
で
資
材

の
変
更
な
ど
の
対
応
を
考
え

て
い
る
が
、
大
規
模
な
変
更

を
要
す
る
場
合
は
予
算
増
額

も
視
野
に
入
れ
検
討
す
る
。

資
材
不
足
、
高
騰
が
収
ま

る
ま
で
建
設
時
期
を
見
合
わ

せ
る
考
え
は
な
い
か
？

受
注
業
者
へ
工
期
が
過
度

な
負
担
に
な
ら
な
い
よ
う
に

対
応
し
な
が
ら
早
期
に
完
成

す
る
よ
う
に
進
め
て
い
く
。

QAQAQA

上野　茂

岡本　正友

川上　幾雄

沖田　真治
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柳楽　真智子

笹田　卓

道下　文男

三浦　大紀

「
生
理
の
貧
困
」
が
国
内

で
も
取
り
上
げ
ら
れ
、
無
償

配
布
を
始
め
た
自
治
体
も
あ

る
。
生
理
用
品
を
買
え
な
い

女
性
へ
の
支
援
と
し
て
、
災

害
備
蓄
品
の
生
理
用
品
を
活

用
で
き
な
い
か
。

全
国
的
に
も
問
題
と
な
っ

て
い
る
こ
と
か
ら
、
備
蓄
品

の
使
用
期
限
の
近
い
生
理
用

品
の
無
償
配
布
に
つ
い
て
、

配
布
対
象
者
な
ど
を
関
係
機

関
と
協
議
し
な
が
ら
、
効
果

的
な
方
法
を
検
討
す
る
。

配
布
し
ま
す
と
い
う
形
を

と
る
と
受
け
取
り
に
く
い
と

考
え
る
。
例
え
ば
社
会
福
祉

協
議
会
が
行
っ
て
い
る
フ
ー

ド
バ
ン
ク
に
併
せ
て
置
く
と

か
、
各
学
校
の
ト
イ
レ
に
置

く
な
ど
の
対
応
が
有
効
だ
と

考
え
る
が
。

良
い
提
案
を
い
た
だ
い

た
。
関
係
機
関
と
し
っ
か
り

協
議
を
行
っ
て
い
く
。

QAQA

令
和
２
年
は
浜
田
漁
港
の

水
揚
げ
高
（
約
36
億
円
）
を

農
業
産
出
額
（
約
45
億
円
）

が
上
回
っ
た
。
こ
の
ま
ま
水

揚
げ
が
激
減
す
る
と
水
産
業

や
関
連
企
業
は
壊
滅
的
な
打

撃
を
受
け
る
恐
れ
が
あ
る
。

民
間
で
厳
し
い
な
ら
、
島
根

県
や
浜
田
水
産
高
校
と
連
携

し
、
公
設
民
営
で
漁
船
団
を

運
営
す
る
こ
と
も
考
え
て
い

く
べ
き
で
は
？

現
状
考
え
て
い
な
い
。
ま

ず
は
、
地
元
船
団
の
事
業
継

続
や
新
た
な
漁
業
経
営
体
の

誘
致
、
組
成
に
取
組
ん
で
い

く
。

QA

周
布
工
業
団
地
入
り
口
に

「
祖そ

志し

展て
ん

擴か
く

」
と
い
う
石
碑

が
あ
り
、
「
周
布
平
野
は
昭

和
36
年
、
石
見
地
域
で
の
工

業
の
拠
点
に
し
た
い
と
い
う

島
根
県
か
ら
の
要
請
に
、
延

べ
４
５
０
名
に
も
及
ぶ
土
地

関
係
者
が
将
来
の
発
展
を
祈

念
し
、
快
く
父
祖
伝
来
の
美

田
25
町
歩
を
提
供
し
た
」
と

刻
ん
で
あ
る
。
と
こ
ろ
が
現

状
は
虫
食
い
状
態
に
林
立
し

た
住
宅
地
と
、
ト
ラ
ク
タ
ー

も
入
れ
な
い
荒
れ
放
題
の
農

地
が
広
が
っ
て
い
る
。
対
策

を
問
う
。

土
地
を
有
効
活
用
し
、
地

域
の
安
全
安
心
に
つ
な
が
る

用
途
を
考
え
る
。

QA

法
人
寄
付
は
１.

１
兆
円

に
及
ぶ
。
歳
入
確
保
に
企
業

版
ふ
る
さ
と
納
税
は
効
果
的

な
手
段
で
は
な
い
か
。
企
業

は
寄
付
額
の
最
大
９
割
が
税

額
控
除
と
な
る
。
自
治
体
に

お
い
て
は
、
国
か
ら
の
補
助

金
な
ど
と
の
併
用
も
可
能
。

双
方
に
大
き
な
メ
リ
ッ
ト

の
あ
る
制
度
で
あ
る
が
、
企

業
は
、
株
主
へ
の
説
明
が
難

し
い
と
い
う
課
題
も
あ
る
。

浜
田
市
に
ご
縁
の
あ
る
企
業

で
な
い
と
難
し
い
。

ト
ッ
プ
セ
ー
ル
ス
に
よ
っ

て
そ
の
突
破
を
期
待
。
新
た

な
ご
縁
を
開
拓
し
て
い
く
と

い
う
発
想
。
他
自
治
体
と
の

差
別
化
を
図
り
、
ま
ち
づ
く

り
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
体
現
化
す

る
こ
と
が
最
終
目
的
。
引
き

続
き
財
政
運
営
の
健
全
化
と

事
業
の
魅
力
化
の
両
輪
で
進

め
て
い
た
だ
き
た
い
。

さ
ら
に
取
組
む
。

QAQA

人や国の不平等をなくそう

海の豊かさを守ろう

陸の豊かさも守ろう

パートナーシップで目標を達成しよう

生理の貧困対策に災害備蓄品の活用を

公設民営で漁船団を運営すべきでは？

父祖伝来の美田やいかに！

歳入確保に企業版ふるさと納税制度の活用を
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まき網船の競りが行われる浜田漁港
７号市場

祖
そ

志
し

展
てん

擴
かく

の石碑
（祖先の志を広げる）



「
敬
助
」
の
社
会

―
―
植
田
さ
ん
が
描
か
れ
る

地
域
共
生
社
会
と
は
ど
の
よ

う
な
も
の
で
す
か
。

植
田　
誰
も
が
、
障
が
い
の

あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、
赤

ち
ゃ
ん
か
ら
高
齢
者
、
生
き

づ
ら
さ
を
抱
え
た
人
々
や
そ

の
家
族
な
ど
が
、
そ
の
人
ら

し
く
安
心
し
て
過
ご
せ
る
場

所
が
あ
り
、
認
め
合
い
引
き

出
し
支
え
合
う
、
互
い
が
助

け
合
い
育
ち
合
え
る
社
会
だ

と
考
え
ま
す
。「
自
助
、互
助
、

公
助
」
に
加
え
て
私
は
、「
敬

助
」
の
で
き
る
社
会
を
提
言

し
、
こ
れ
を
目
指
し
実
践
し

て
い
ま
す
。

―
―
こ
の
よ
う
な
活
動
や
事

業
を
始
め
ら
れ
る
に
当
た
っ

て
ど
ん
な
き
っ
か
け
が
あ
り

ま
し
た
か
。

植
田　
平
成
17
年
、
障
が
い

の
あ
る
な
し
に
関
わ
ら
ず
、

み
ん
な
が
一
緒
に
過
ご
せ
る

場
所
「
富
山
型
デ
イ
サ
ー
ビ

ス
」の
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。

富
山
に
通
い
、
創
始
者
を
は

じ
め
と
す
る
方
々
と
の
出
会

い
と
交
流
を
持
ち
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
び
ま
し
た
。

そ
の
中
で
厚
生
労
働
省
の
人

か
ら
、
平
成
18
年
４
月
か
ら

全
国
で「
共
生
型
サ
ー
ビ
ス
」

が
始
ま
る
こ
と
を
知
り
、
ぜ

ひ
、
浜
田
市
で
も
や
っ
て
み

よ
う
と
決
心
し
ま
し
た
。

―
―
活
動
や
事
業
を
通
じ
て

ど
ん
な
こ
と
を
実
現
さ
れ
た

い
で
す
か
。

植
田　
障
が
い
者
や
高
齢
者

が
と
も
に
民
家
で
過
ご
す
中

で
、
互
い
の
優
し
さ
を
引
き

出
し
、
新
し
い
役
割
が
生
ま

れ
ま
す
。
人
は
い
つ
か
ら
で

も
す
て
き
に
変
わ
れ
る
ん
だ

と
い
う
こ
と
が
目
の
前
で
起

こ
り
、
未
熟
な
私
た
ち
ス
タ

ッ
フ
に
さ
ま
ざ
ま
な
利
用
者

の
方
々
が
、
人
生
と
は
？
と

日
々
教
え
て
く
だ
さ
い
ま

す
。
人
間
と
し
て
生
ま
れ
て

き
た
意
味
を
感
じ
、
涙
が
溢

れ
る
場
面
に
出
会
い
ま
す
。

今
、
大
変
で
は
あ
り
ま
す
が

運
営
し
て
き
て
良
か
っ
た
な

と
思
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
素

晴
ら
し
い
取
組
を
続
け
、
地

域
共
生
社
会
を
実
現
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

―
―
活
動
さ
れ
る
中
で
悩
み

や
課
題
を
お
持
ち
で
す
か
。

植
田　
当
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
に

は
障
が
い
の
あ
る
５
歳
児
か

ら
97
歳
ま
で
の
さ
ま
ざ
ま
な

背
景
を
持
つ
利
用
者
が
お
ら

れ
ま
す
。
人
と
真
摯
に
向
き

合
う
故
に
悩
む
こ
と
も
多
い

現
場
で
、
自
身
の
人
間
力
が

試
さ
れ
ま
す
。
ス
タ
ッ
フ
と

し
て
利
用
者
に
向
き
合
い
続

け
る
に
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
幅

広
い
知
識
の
習
得
、
人
間
力

浜
田
に
人
と
し
て
生
き
る
モ
デ
ル
を
つ
く
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
あ
っ
た
か
い
い
ね
っ
と
代
表

植
田　

由
香
理
さ
ん

第4回目の市民対談として、NPO法人あったかいいねっ
と、共生型デイサービス「お天氣いいね」を運営している
植田由香理さんにお話を伺いました。

（インタビュアー：芦谷　英夫、佐々木　豊治）

第4回

植田　由香理（うえだ　ゆかり）さん

浜田市出身。藍野学院短期大学看護学科卒業後、大阪の老人病院で
勤務。浜田に帰郷後は、福祉施設や医療機関などに勤務。
平成30年４月にNPO法人あったかいいねっとを設立し、同年10月
に共生型デイサービス「お天氣いいね」をオープン。

毎
日
の
気
づ
き
か
ら
学
び
成
長
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―
―
浜
田
に
対
し
て
強
い
思

い
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
よ
う

で
す
ね
。

植
田　
私
は
浜
田
が
大
好
き

で
す
。美
し
い
海
や
島
、山
、

自
然
、
こ
じ
ん
ま
り
と
し
て

い
な
が
ら
も
大
学
も
あ
り
、

お
店
も
あ
り
、
平
生
暮
ら
す

に
は
不
足
は
な
く
、
住
み
や

す
い
と
思
い
ま
す
。し
か
し
、

多
く
の
人
は
不
平
不
満
を
持

ち
、
自
分
の
こ
と
で
精
い
っ

ぱ
い
で
ゆ
と
り
が
な
く
、
他

者
に
対
す
る
優
し
さ
を
表
現

で
き
に
く
い
の
で
は
、
と
感

じ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

―
―
議
会
や
市
政
に
伝
え
た

い
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

植
田　
国
の
施
策
「
共
生
型

事
業
」
は
３
年
目
で
、
今
年

改
訂
さ
れ
ま
し
た
が
見
直
し

は
な
く
、
事
業
を
継
続
す
る

に
は
、
事
務
量
が
３
倍
に
な

る
、
報
酬
単
価
が
減
算
さ
れ

る
な
ど
、
運
営
は
か
な
り
厳

の
向
上
、
人
と
関
わ
る
経

験
・
ス
タ
ッ
フ
同
士
の
支
え

合
い
が
必
要
で
す
。
ス
タ
ッ

フ
自
身
の
成
長
を
促
す
人
材

育
成
が
今
後
の
課
題
で
す
。

し
い
状
況
で
す
。
地
域
共
生

社
会
を
実
現
す
る
た
め
に
、

浜
田
市
で
も
、
具
体
的
な
活

動
支
援
や
活
動
開
始
が
で
き

る
よ
う
応
援
し
て
ほ
し
い
と

願
っ
て
い
ま
す
。
実
現
す
る

仕
組
み
づ
く
り
と
し
て
、
縦

割
り
の
組
織
を
横
に
輪
切
り

に
し
た
組
織
に
再
編
す
る
と

良
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え

ま
す
。
そ
う
す
る
と
浜
田
市

の
目
指
す
「
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
」が
見
え
、で
き
上
が
っ

て
い
く
と
思
い
ま
す
。

―
―
今
後
の
展
望
は
ど
の
よ

う
に
お
考
え
で
す
か
。

植
田　
私
た
ち
は
共
生
型
の

先
駆
者
と
し
て
、
日
々
実
践

を
積
み
重
ね
、
浜
田
市
発
の

「
地
域
共
生
モ
デ
ル
」
を
構

築
し
、
全
国
へ
発
信
で
き
る

よ
う
努
力
し
た
い
と
思
い
ま

す
。
そ
し
て
浜
田
市
の
元
気

づ
く
り
と
定
住
促
進
に
結
び

付
け
ば
と
願
っ
て
い
ま
す
。

浜
田
市
発
の
「
地
域
共
生
モ
デ
ル
」
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70代
27%

60代
13%

50代
7%

40代
7%

30代
6%

20代
13%

10代
27%

年 齢

知人から
12%

チラシ・ポスター
47%

市議会議員
からの案内
18%

はまだ議会だより
23%

参加の
きっかけは？
（複数回答）

なかった
7%

あった
93%

「気づき」や
「発見」が

あったか

未回答
7%

やや満足
40%

とても満足
53%

満足度

7月11日、はまだ市民一日議会を開催しました。
初めての試みで不安もありましたが、応募者数は当初目標と

していた10名を大幅に上回る18名（当日発表者は17名）。全
ての方に発言いただきたいという思いから、時間を拡大して開
催しました。多くの方からご意見をお聴きすることができ、大
変うれしく思っています。ありがとうございました。
発言者自身の暮らしを通じた視点や改善策は、それぞれにな

るほどとうなづくものばかりで、とても有意義な時間になりました。当日の様子はYouTubeでも配信し
ていますので、ぜひそちらもご覧ください。
新型コロナウイルスの影響で、何事もこれまでのやり方を工夫したり、見直したりすることになりまし

た。皆さんのご意見・ご要望を伺う機会として実施してきた議会報告会や地域井戸端会も同様でした。
今回、議場を活用して行ったはまだ市民一日議会ですが、議員全員で直接お話を聴く機会に

なったことも、成果の一つと振り返っています。市民の皆さんと向き合う場の一つになりまし
た。今後も広聴機能強化のため様々な手法を検討するとともに、その後の政策提言等をはじめ
とする議会活動の充実につなげていきたいと考えています。

はまだ議会
ニ ュ ース

はまだ市民一日議会初開催

発言者の方々からは多くの満足のお声をいただきました。

当日の動画は
こちらから
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発言を終えて…
・貴重な機会をありがとうございました。学生生活で経験できないことが多くあり、うれしかった。
・自分の知らないことをたくさん知ることができて、いろいろな人の意見も聴けたので視野が広がった。
・いろいろな方とつながれるチャンスを頂けた。
・少し緊張したが、とても楽しかった。

令和３年９月号13

高速バスなどを活用して昼は広
島で働き、夜は浜田で過ごす人
口をシェアする地域連携を。

佐々木 玲慈さん

親しみが持てる城山公園
としての環境整備が必
要。草木の剪定はもちろ
ん、家族で楽しめる遊具
などの設置検討を。

斎藤 晴子さん高橋 達也さん

田中 夕貴さん

岩本 柊花さん

山根 織音さん

平岡 瞬さん

栗栖 真理さん

毛利 まつみさん

三島 淳寛さん

佐藤 仁さん
「すくすく」の跡地を利用して、
公園のない松原町にボールが使え
る遊び場を造ってほしい。

浜田市と韓国の地方都市
の共通点から、新しい地
方外交の可能性がある。
韓国との関係人口創出を。

使いやすい学習スペースの設置で
学力向上を。浜田駅近辺は利便性
が高く、交流事業で地域貢献にも
つながる。

幼少期からのジェンダー
ギャップなどに関する性教
育が重要。学習機会の提供
サポートを求めたい。

インターネット環境の
充実で移住促進を。併
せて移住者への地域住
民のサポートが必須。

鮎川 義英さん
駅前にある商業施設の跡地
活用を。立地からも、観光
的・歴史文化的・教育的に
資する場所に。

リモートワークの推進で人
口流出の抑制を。浜田でで
きる仕事のバリエーション
を若者に示す活動が必要。

情報開示できるものは、市のHP
に公開を。政策や計画の決定の過
程を可視化してほしい。

たくさんのご参加
ありがとう

ございました。

有田 康夫さん
介護予防事業への取組
が不十分。HPに趣旨
説明を掲載するととも
に、事業計画の策定を。

宮本 美保子さん
健康意識向上のためには今
まで以上のPRを。食生活
改善推進協議会の活動へも
理解と協力を。

森谷 公昭さん
町内の溝掃除や草刈りを市
民がするには限界がある。
浜田市が予算をつけて対応
すべき。

南條 達也さん
イベント後も出店者と
関わりが続くような地
域イベントを浜田でも
開催したい。会場提供
などで市も協力を。

今を生きる子どもたち
の尊厳と権利を保障す
るために、「浜田市子
ども条例」の制定を。

鳥獣害対策や景観配
慮からゴミステー
ションを統一して
は。ごみステーショ
ンマップもあれば利
便性が向上。

子どもたちのために通学路の
整備を。また、四中と美川小
のあり方については、地域の
声を踏まえて検討を。

植田 真代さん



中山間地域振興特別委員会は平成29年12月
議会の議決を経て設置され、今日まで中山間地
域の抱える課題解決への提案を４テーマに分け
会議を重ねてまいりました。

最後の提言「中山間地における安全・安心対
策について」を委員会でまとめ、議長に報告し、
５月27日に議長から市長に提言書を手渡しま
した。

提言内容については以下の３項目です。
①　地域ぐるみで相互扶助機能の充実と防犯・

防災対策の強化
②　避難場所の確保と周知
③　道路・河川環境の整備

今後、中山間地の抱える課題として4つのテ
ーマで行った提言に対する政策効果と関係する
事業の進捗状況の確認と検証を行い、最終の総
括報告として､９月定例会議において､中山間地
域振興特別委員会としての総括報告を行います。

５つの地域協議会の委員の皆さんとの意見交
換会を、５月から７月にかけて行いました。こ
れまでの議会報告会や地域井戸端会がコロナ禍
の影響で実施できていない状況下のため、今回各地域
協議会にお願いし、初めての開催となりました。議会
側は５班に分かれ、正副議長と議会広報広聴委員会の
正副委員長のどちらかは必ず出席しました。

意見交換会では、それぞれの地域が抱えている問題
などについて活発な議論を行いました。以下はその際
に出た意見の一部です。

・町内会のあり方について、整理が必要では。
・買い物や通院ができるよう、公共交通のあり方を考えてほしい。
・高齢化が進み、農業の後継者不足が心配である。
「もっと早く意見交換をすれば良かった」、「またやりましょう」などの感想もいただきました。コ

ロナ禍であっても広聴機能を低下させることがないよう、引き続き取組を進めます。

５月19日、市長へ「こどもの可能性を育む
幼児教育について」の提言書を提出しました。

総務文教委員会では、生涯にわたる人格形成
の基礎を培う幼児期における教育の重要性に
焦点を当て、昨年4月に幼児教育を取組課題の
テーマと定めました。勉強会や幼児教育施設へ
のヒアリング、保護者との意見交換会など30
回以上の協議を重ね、提言書をまとめました。

提言書では、まず浜田市の幼児教育に対する
理念を明確化し、そして行動指針となる浜田市
幼児教育振興アクションプランを策定して、県
から移管される幼児教育センターを中心に幼児
教育を推進していくことを求めています。

また、公立幼稚園におけるサービスの拡充と
新園建設について、これまでの経緯と現状から
今後の方向性を示しています。

中山間地域振興へ提言書提出

各地域協議会との意見交換会

幼児教育に関する提言書を提出

中山間地域振興特別委員会

議会広報広聴委員会

総務文教委員会

令和３年９月号 14

西村委員長から提言書を市長へ

意見交換会の様子



新型コロナウイルス感染拡大の影響で、昨年度から地域へ出向いての議会報告会や地域井戸端会の開催を見送
ることになり、それに代わり市民の皆さんの声を聴く新たな手段として、令和2年9月発行のVol.58から議会だ
よりの紙面を利用した読者アンケートを始めました。

皆さんから寄せられた意見は、各委員会へ振り分けて対応を協議して、政策提案や議会活動に役立てています。
今回は、これまでにアンケートでいただいた主なご意見やご要望の対応状況について報告いたします。

はまだ議会だより 読者アンケート 特 集

読者アンケートのご意見・ご要望への対応状況（Vol.58～61）
委員会 ご意見・ご要望 対応状況

総 務 文 教
委 員 会

農業や建設業など市民生活を下支えしている業界への後押し
が必要。各業界の中小事業所へ足を運び声を聞いてほしい。

深刻な人材不足の状況にある業界から意見を伺う機
会を設け、担い手不足解消を検討します。

ふるさとに帰ってみると空き家が多く、田畑も荒廃している｡
市議会議員は現状を見て歩くべき。

地域の実情を把握するため、地域協議会との意見交
換会なども開催しています。

浜田の人口は年々減少している。外部への移住もあるが、議
員の市議会での人口についての具体策発言が必要。

人口減少は浜田市の最大の課題と認識しています。
引き続き所管委員会として調査研究を進めます。

福 祉 環 境
委 員 会

PCR検査が浜田市においては実施不能と聞いているが、浜田
で感染者が出たときにスムーズに検査ができるのか。

PCR検査については、現在は浜田医療センターでも
実施されています。

下水道が整備されておらず、家庭からの排水が浜田川に垂れ
流しになっている。早急に下水道の整備をしてもらいたい。

市街地の下水道整備については、令和9年度の完成予
定となっています。

産 業 建 設
委 員 会

駅前通りを日曜日に通ったが歩いている人がいない。県大生
も歩いていない。人が集える商店通りを考えてほしい。

コロナ禍での自粛もありますが、執行部と連携して
元気な浜田市の仕組みづくりを推進していきます。

黒川町には空き家や空きアパートがあり、中学生・高校生が 
夜間、近くを帰宅するとき、犯罪に巻き込まれはしないかと 
心配。

対象物件の状況を確認し、必要な対策などを執行部
へ提案し対応します。

浜田城を再建し、観光浜田（浜田城）を目指し、浜田を栄え 
させてほしい。5～10年計画で良いので実現してもらいたい｡

城再建は大きなハードルがありますが、「続日本
100名城」に選ばれておりますので、公園整備を進
めています。

議 会 広 報 広 聴
委 員 会

地域ごとの市民の意見（報告会）は一度も行われていない。
議員の役目は市民の声を市政に反映すること。早急に開催す 
べき。

コロナで中止しました。代わりに「はまだ市民一日
議会」や「地域協議会との意見交換会」を実施しま
した。

議会だよりの紙面構成が充実してきた。こういう市民目線の
構成を今後も期待する。 引き続きより良い紙面になるよう努めます。

議 員 定 数 等
議 会 改 革 推 進
特 別 委 員 会

聞いてみたいことがあってもどなたに聞いたらいいのか分か
らない。選挙のときは近い感じがするが。

市議会ホームページに全議員の住所・電話番号・メ
ールアドレスなども掲載しています。

議員定数のアンケート結果は18名が多数を占めたと聞いたが､
議員の皆様はその結果を考慮されないのか。

議会の取組内容や姿勢などについての多くのご意見
を踏まえ、この度の議員定数を決定しました。

自 治 区 制 度 等
行財政改革推進
特 別 委 員 会

ハコモノ行政で支出が増加するが、議論されているのか。 公共施設再配置計画の進捗状況を確認し、妥当性を
所管委員会で議論しています。

まちづくりセンターのコーディネーターの配置や、人材の確
保について、どのように考えておられるのか不安。

人選や人材育成は重要です。優れた人材の発掘・配
置・育成について執行部に情報提供しています。

議 会 運 営
委 員 会

各地域の実態に目を向け、日々の暮らしが少しでも良くなる 
ように活動してほしい。現在の市政について厳しい対応を望 
む。

議会としての取組に併せ、議員個人も一層意識する
ことに努めます。

議会を傍聴したいと思ったが、人数制限があり、前もって予
約をしなければならないなど制約が多く、諦めた。

事前の予約は不要です。議場で23席、委員会で7席
です。傍聴規程はありますが、ご来場は可能です。

なお、紙面の都合上、一部の回答を抜粋して掲載します。　
すべての回答はHP上で公開していますのでご覧ください。

令和３年９月号15



カンディンスキー（ロシ
アの画家）に挑戦！浜田
の子どもたちが描いた抽
象 画 で す。90㌢ ×200
㌢という大きな作品を四
方から囲んで共同制作。
カラフルで迫力満点です。

★表紙について★
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議長なんでもメール

９月１日（水）から開会します。
個人一般質問は９月２日（木）から
７日（火）です。
ぜひ傍聴にお越しください。
※変更になる場合があります。
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編集委員

はまだ議会だよりVol.62　読者アンケート
お住まい 年齢 性別

歳代

Q１　今後、まちづくりの拠点として、まちづくりセンターに何を期待されますか？
令和３年４月から公民館がまちづくりセンターに変わりました。これまでの社会教育、生涯学習のための施設としての
機能に加え、まちづくりの拠点機能も担うことになりました。

Q２　自由意見（浜田市議会へのご意見やご要望などをお聞かせください）

キリトリキリトリ

最寄りのまちづくりセンターの回収箱へご投函ください。ウェブでの回答はこちらから。
集計の都合がありますので、９月末日までにご回答をお願いします。

9月定例会議の予定 

議長や市議会に関するご意見・ご要望・ご提言など
お気軽にお寄せください。


